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スポーツ副‖繍
(各種ゲームスボーツ)

について

テーションの中にスポ ツ が。…?い ったい何をす

るのだろう?な ど、素直に疑間を持たれるかもし

れません。スポニツを用いたり八ビリテーション

は、東京オリンピック前後から国内各所で行われ

るようになりました。国際的にはヨー回ッパを中

心に第二次世界大戦後から取り組まれているとい

う大変歴史の古い分野です。当センターでも平成

に入つてからスポーツ副1練部門として実施してい

ます。

さて、最初の疑間に戻ります。当センターでは、

利用者の方の社会復帰に向けた様々な支援を行つ

ています。多くの方は、ADLの 自立が最も重要

な目標です。ADLの 自立には、体力が必要です

し、身体を上手に使う能力も必要になります。

方で、社会復帰に必要なのはADLだ けではあり

ません。より豊かな生活を送るためにも趣味を

持つたり、他の人とも交流しながら社会とのつな

スポ ツ の持つ様々な特徴をうまく使いながら、

前述したことを支援しています。

体力をつけたり、身体を上手に使えるようにす

るために、スポーツの持つ特徴がうまく使えま

す。これらの能力をつけるためには大きく2つ方

法があります。ひとつは、車いす走や車いす

操作練習を通して能力を高める方法です。大変効

率的ですが、単調な部分もあり自分に少し厳しく

なる必要があります。もうひとつが、ゲームス

ポ ツ を通して能力を高める方法です。この方法

は、「気がついたら体力がついていました !」的

な訓練方法で、自分に優しい方にも抵抗感なく取

り組めると思います。今回は、この 「各種ゲーム

スポーツ」について簡単に紹介します。

ボールを使用したゲーム

各種ゲームスポーツには、サッカー ・野球 ・ラ

グビーからバスケット、はたまたボクシングから

カーリングに至るまで様々です。といっても、オ

リジナルのゲームのルールや用いる道具を変更し

て、利用者の方が楽しめるように様々な工夫が施

されています。ヨ1練中、利用者の方は大きな声を

出していますし、ヨ1練担当の私ですら訓練中に

笑つていますから、傍らから見ると遊んでいるよ

うにしか見えない場合もあります。それでも、こ

のような状況であれば罰1練としては大成功なので

す。いかに楽しく、熱中してもらえるかが最大の

ポイントだからです。というのも、そのゲ ム の

中に、「禾U用者の皆さんが熱中すればするほど、

より効果があがる」ちょつとした秘密が隠されて

いるからです。熱くなるほどに体力がついたり、

バランスが良くなったり、車いす操作がうまくな

るのです。そんな仕掛けを日々わくわくしながら

考えています。ここ数年で種目数も増やしてきま

した。そろそろネタが尽きてまいりましたが、こ

れからもさらに楽しく皆さんのり八ビリになるよ

うな種目を考えていくつもりです。こう御期待。
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② 翻 距 焼 園 測部雑庫 調査結剰 ②

当センタとでは、毎年、利用者の皆様に食事調

査(嗜好調査)を実施しています。平成18年度は、

平成19年 2月 19日より、①パソコンによる回答、

②調査用紙記入による回答、③職員の聞き取りに

よる回答のいずれかの方法で利用者全員(53名)

の方のご協力をいただき、約 1週 間実施しまし

た。その結果をご報告します。

1.センタ の 食事について

このグラフは食事の量についての回答です。

「ちょうどよい」が、御飯 ・メン ・副食(おかず)

ともに約65%あ りました。少ないという回答よ

りも多いという回答がほんのちょっと上回つてい

るという結果が出ました。

またセンタ の 調理については、盛付 ・味付

が 「まあまあ(ふつう)」と回答された方が半数

以上(約53%)を 占めていました。 しか し味付が

悪いと回答された方が、約24%(12名 )もいまし

た。その理由では、「もともと味付けが合わない

(2名 )」、味付けが 「薄い(6名 )」と 「濃い(4名 )」

があり、嗜好に合わせる難しさを感じました。

その他、嫌いな献立のベス ト3が 「魚料理」。「納

豆」・「酢物」でした。給食に対する意見要望では、

「肉料理が多すぎる」や 「漬物が嫌いなので出さ

栄養係長 松 岡 里 佳

ないで」「お床」身がもっと食べたい」などの嗜好

の他に、「汁物をもっと熱くして欲 しい」「中華の

時、唐辛子が利きすぎていることがある」という

調理に対する意見要望などたくさんありました。

また、「いつもありがとう」という温かいお言葉

もいただきました。

2.定番メニューについて

昨年11月から、通常メニューの他に6種 類の

グとたらのフライ ・五ロチャー八ン ・ラーメン ・

えびと貝柱のフライ)を月 ・水 ・金の週 3回 の昼

食に 1つ ずつ入れて、通常メニューと選択ができ

るようにしたものが、名づけて 「定番メニュー」

です。これを評価 してもらつたグラフです。

定番メニューは?

■ やってよかった

■ やらなくてもどちらでもよい

□ 必要ない

□ わからない (無回答)

約64%の 利用者の方に 「やつてよかつた」と

の評価をいただきました。定番メニューの内容に

ついては、「まあまあ(ふつう)」が約32%、 「大

変よい」「よい」が合わせて約31%と いう結果で

した。

今回の食事調査は、全体的には
“
ちょうどよい

"

という回答が多く、まずまずの結果でした。障害

者自立支援法施行に伴い、平成18年度より利用

者の皆様には食費の実費負担をしていただいてい

ます。これからも、たくさんの利用者の方に食堂

を利用していただけるよう改善していきたいと思

います。

食事の量どうですか?
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賊が ずが
ぅ  ド げギ ザが

■ 御飯 (米飯)は ?

■ メンは?

□ 目」食 (おかず)は ?
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多種のヨ1練を実施 しており、授産としての物作り

も行つていました。時代の変化と共に科目も変

わつていき、平成 9年 より現在の5コ ースで実施

しています。今回はいつも司1練の対応をしている

講師のみなさんより各コ ス の紹介をしていただ

きます。

].ト ールペイント

ト ル ペイントとは、木製品にアクリル絵の具

で絵を施す手工芸です。初心の間は、デザインや

配色を模倣することにより、マスタ し た技法を

図案に沿って描けば、絵心のない方でも描く事が

できます。センターでは、 ドイツとアメリカの技

法を中心に実施 しています。 般 のテクエックと

して欠かせない技法については、数々の改良を行

いました。例えば、筆を全くひねらずに描く方法、

筆圧が弱いことを利用 して描く方法、自助具の向

きを変え安定感を増幅させる等が代表的なもので

す。それらの工夫により現在では、C5レ ベルの

方まで描画できるようになりました。混色が容易

な油絵や食器の絵付けの導入など、単に技法や筆

出すことも大きな課題となっています。また、新

たに5月 より色の基礎を学ぶ色彩講義を始めまし

た。「赤+青 は?」から始まって、色彩心理にも

触れています。司1練の最終目標は自営活動です。

作品の販売から、指導者としての活動までを目指

しています。そ して現在多くの修了生の方々が、

各地で活動されています。 (講 師 :岩佐ゆかり)

2.手 織り

手織リコースでは、利用者さんのイメージ通り

に布を織り、マフラーやショール、洋服、インテ

リア用品などに仕立て、生活に根ざした作品制作

を目指しています。誰でも織ることのできる織機

が大阪で考案されて以来、いるんな色や太さの糸

を使い自由に遊び心を持つて織るという織 り方

は、今、世界各地で広まっています。センターの

司1練では、その織機を使用 して布を織 つていま

す。個人に合わせて機織りの改造を行い、いかに

楽しんで手仕事のぬくもりが伝わる布を織ること

その結果、今ではC5レ ベルの方も織る作業に関

しては、ほぼ独力で作業を進めることが可能とな

りました。C3不 全レベルの方や片手のみの方も、

手の伸び具合や肩の反動を上手く使つての織り方

や道具の工夫を行つていきますので、作業のリズ

ムが生まれると共に、布が織れる可台旨生がでてき

ています。手織り]1練の最終目標はトールペイン

ト同様自営ですが、地域での活動の場を広げ生活

の糧とし得るなどの生活スタイルも提案していま

す。 (講 師 :野上奈津美)

3.パ ソコン(′青報処理 ・事務 ・ワープロ)

パソコン罰1練では初期の段階で道具の検討を行

うとともに 「文字入力 ・マウス操作 ・画面の見や

すさ」の3点を確認する必要があります。文字入

力については、腕の動きにあわせ、使用するキ

ボードを決めます。自助具を用いた入力だけでは

について
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なく、腕の動きを制御するものを使用したり、パ

ソコンヘの設定も有効となります。マウス操作で

はトラックボールを使用しますが、□の動きと息

で操作する呼気マウスやタッチパネル等も使用し

ています。最後の

画面の見やすさに

ついては意外と大

きなポイントであ

り、文字の大きさ、

画面の色の具合だ

けでも疲労の度合

いが変わりますの

で意識をして利用

者さんに合ったデ

ザインの設定を行

います。課題とし

ては、資格取得対

策や実務レベルで

去る、6月9日 (土)に懇親バーベキューを開催

しました。これは、日頃から引1練に追われている

利用者に 「ここで 息 」ついていただこうという

趣旨で職員の有志が開催 しました。

当日の朝は雨がぱらつき、開催が危ぶまれまし

たが、スター ト時には止み、景天ではありました

が′い地良い風が吹き、バーベキューには最高の日

よりとなりました。

また、利用者 ・|

き大変有意義な

会となりました。

今後 も、 このよ

うな会を引き続

き開催 していき

たいと考えてお

ります。

職員の懇親を深めることもで

の取 り組みの他、生活に密着 した利用の提案も

行つています。

最近の試みの中にパソコン利用の幅を持たせて

インターネットを活用した 「脳 トレ」等を課題と

しています。また、パソコン自体が特別なもので

はなく 「一家に一台パソコン」という時代になり

ましたので今後もよリパソコンを身近な生活道具

として利用する方法を提案していきます。

(講師:森本雪代、仲野太裕)

職能ヨ1練は必要ないとおっしゃる方も少なくあ

りません。しかし、センターでなければ経験 ・習

得できない技能や知識等のノウ八ウを蓄積 してい

ます。利用者の障害特吐、作業スピードに添つた

教授方法に基づきヨ1練プログラムを作成 しており

ます。充実した職能訓練を送るためにも、ご意見

ご要望がありましたら遠慮なくスタッフにお申し

付けください。

澄 弾岬即鰹

裂累東上栄星早呂_の開催鞠 パソコン塁

利用者が自由時間を有効 ・有意義に過ごすため

に個人所有のパソコンを設置できる部屋が 「パソ

コン室」です。プロバイダーとのイ国人契約(自己

負担)によリインターネットが利用できます。

ホームページを開設したり、ニュースや芸能情

報、ファッションの情報に目をとおす人やゲ ム

を楽しんでいる人、使い方はさまざまです。



ロ センターだより67号

指導課 山 下 庄 二

5月 26日 (土)、第 2回 大分県障がい者スポー

ツ大会が開催され、センターからものべ8競 技に

25人 が参カロしました。

金12個、銀5イロ、鋼 1個を獲得しました。

野□選手(電動車いすの部):メダルを獲得し、満面の笑み

指導課 山 下 庄 二

5月 16日に春のスポーツ大会が開催されまし

た。利用者を主体にした実行委員会の企画 ・立案

により 「バトルロイヤル」「ゴロサッカー」「パン

喰い競走」等を楽しみました。

高森実行委員長の開会宣言により隣接する青山

保育園の園児の声援のなか紅 ・白組の熱戦の火ぶ

たが下ろされました。途中から雨のため場所を体

育館に移動してのスポーツ大会になりました。

結果は、白組が

昨年の雪辱を果た

して優勝。利用者

と職員の親睦を図

り、厳 しい訓練の

一時を忘れた一日

でした。 興奮度も最大級:ゴロサッカー

指導課 郡 山 潤 子

を使つて 「ホタル」について学習を行い、全学年

の授業の中で命の尊さや自然や環境の大切さにつ

いて学んでいます。

また、地域の方々もPTAを 対象に環境保全の

説明会を開くなどして、「ホタル贈り」が継続 し

て行われているとの報告がありました。

ホタルの数は少なくても、ホタルを縁にした交

流は続けていきたいと思つています。

この交流が児童の心の福祉教育に少しでもお役

に立つことを願つています。
訓練(手織り)を体験する児童

今年も竹日市立南部」ヽ学校から「友情のホタル」

が届きました。

6月 7日 (木)、学校関係者(6年生児童27名と

校長 ・担任等)及びPTA役 員等42名がセンター

を訪れ、交流を図りました。

学校では、毎年、3年生が総合的な学習の時間
「荒城の月」等の演奏を披露する6年生全児童



センターだより67号 ■

「顕髄損傷者りAを 考えるシンポジウム」について

頚髄損傷者のり八ビリテーションを実施してき

た国立別府及び伊東重度障害者センターが協力し

て、①地域で自立した生活をしている修了生から

生活と今後解決が望まれる課題を当事者の視点か

ら明らかにして頂くこと ② 自立訂1練事業を実施

している両センターの自立に向けたPT、 OT司|

練の取り組み状況について、現状の評価と司練内

容について議論を深めることを目的に平成19年

3月 17日 (土)に戸山サンライズでシンポジウム

が開催されました。

別府センター出身の甲斐さんからは、「 般 の

センターでは従前から、利用者の生活補助 ・庁

舎の保全管理等を目的とした職員による宿日直業

務 (平日17B寺15分 ～8時 30分 、休 日24時 間)を

行つてまいりましたが、平成19年 7月 1日 より

廃止することとなりました。

これは、センタ が 障書者自立支援法に係る

「障害者支援施設」の指定を受け、休日 ・夜間に

おける職員の勤務体制が 「看護 ・介護職員 2名 」

が常勤 していることから宿日直勤務者を配置する

必要が無くなったためです。

6月 6日 、午後11時05分 頃から6月 8日 にか

けて大分県中部(別府市)を震源とする地震が頻

発 しました。震度 4(注 :かなりの恐怖感があり、

一部の人は身の安全を図ろうとする。)が 3回 、

震度 3(注 :殆どの人が揺れを感じる。揺れの時

間が長 く続 くと不安や恐怖を感 じる人が出る。)

が 6回 、震度 2(注 :屋内にいる人の多くが揺れ

を感 じる。電灯のひもが揺れる。)が16回、震度

1が 38回 でした。

センターの被害は、

① 数 回に渡るエレベ タ の停止

人と同条件で仕事がしたいが、今後の身体状況や

生活上の問題等を相談するところがない。より充

実した地域生活を送るように支援体制、社会の仕

組み、ネットワークがあればいい。」との発表が

ありました。また、橋□さんからは、「親の反対

をおして別府センターに入所 した。何とか親に理

解をしてほしいと司1練に頑張つた。今後の生活に

不安があるが、自分が選んだ道には責任がある。」

と力強く話しをされていました。

シンポジウムで提起された課題を平成19年度

において、更に議論を深める予定です。

今後、夜間 ・休日に勤務 している者は、職員 2

名 ・委託警備員の3名 となりますが、利用者サー

ビスの低下になることがないよう努めてまいりた

いと考えております。

なお、宿日直業務廃止に伴い、センタ で は次

の取組みを行いました。

①利用者の外周ヨ1練コース等における防犯カメ

ラの設置

②警備員による所内等巡回方法等の見直し

③職員緊急連絡網等の強化整備

② 数 回に渡る防火扉の作動

③ 体 育館入り□のひび割れの発生

④ 中 央廊下の天丼パネル及び天丼照明器具のずれ等

⑤ 厚 生棟のスプリンクラーヘッド周りの部品の

落下及び天丼パネルとのずれの発生

⑥ ]寮 外のプロパンガス供給停止等

でした。

数日間、地震の恐怖を感じながら過ごしました

が、利用者さんへの直接的な被書はありませんで

した。

注:( )内 は気象庁ホームページによる

職員による宿日直業務 (勤務)の廃止について

源とする地
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平成18年 7月 1日 ～平成19年 6月 30日

区 分 新規取得 更 新

計 4 ( 1 ) 注 1 11(2)注 2

注 1 (

注 2 (

)内数字は、現在教習中の数の再掲

)内数字は、更新できなかった数の再掲

平成19年 1月 ]日 ～平成19年 6月 30日

復帰形態 家庭復帰 在宅就労 職業訓練校 白 営 他施設 計

人 数 7 0 4 0 2 13

比率(%) 53.8 0.0 30.8 0.0 15。4 100。0

平成19年 3月 31日
○ 退職
医務課看護師
医務課看護師
指導課生活支援専門職
指導課生活支援員

平成19年4月 1日
○ 転出
庶務課長
会計係長
庶務課庶務係
指導課生活支援員

○ 転入
庶務課長
庶務課会計係長
庶務課会計係
指導課生活支援専門職

○ 新規採用
医務課看護師
指導課生活支援員

平成19年 5月 11日

○ 新規採用
医務課作業療法士

佐々木英子
鈴木さとみ(任期付職員)
山崎 朋 子
笠木 洋 寿(臨時的職員 任期満了)

下日 俊 孝(国立塩原視力障害センター庶務課長)
寺上 省 吾(国立函館視力障害センタ 指 導課入所者援護係長)
千田美香子(国立身体障害者り八ビリテーションセンター管理部総務課厚生管理係)
木村 宏 輝 (国立函館視力障害センター指導課生活支援員)

斉藤 孝 三(関東信越厚生局社会福祉監査官)
石毛 利 宏(国立神戸視力障害センター庶務課庶務係)
佐藤 智 治 (国立福岡視力障害センター庶務課会計係)
山下 庄:二(国立身体障害者り八ビリテーションセンター更生司練所指導部指導課生活支援専門職)

)|□ 真 弓
)1辺 明 子

佐藤 裕 也

当センターは、平成18年 10月から障害者自立支援法

を実施 しています。また、これらを利用する方々に対し

て、必要に応じて施設入所支援を行つています。

受付は随時行つていますが、利用にあたっては、「受

給者証」が必要となりますので市区町村の福祉担当窓□

にご相談下さい。

お問い合せ先

国立別府重度障害者センター指導課

電話  0977-21-0182(相 談 ・受付窓□直通)

FAX  0977-21-2794

に―mai soudan@beppu―nrh.9o.jp
h t t p : / / w w w . b e p p u―n r h . 9 o . j p

企画 国 立別府重度障害者センター

発行 〒 874-0904別 府市南荘園町2組
TEL 0977-21-0181


